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（河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する事項）

武庫川における正常流量について

1第42回流域委員会
資料3-1

流水の正常な機能を維持するため必要な流量
（以下、「正常流量」と記載）

・河川法施行令第１０条の２
（河川整備基本方針に定める事項）
１．当該水系に係る河川の総合的な保全と利用に関する基本方針
２．河川の整備の基本となるべき事項
　イ．基本高水並びにその河道及び洪水調節ダムへの配分に関する事項
　ロ．主要な地点における計画高水流量に関する事項
　ハ．主要な地点における計画高水位及び
　　　　　　　　　　　　　　　　　計画横断に係る川幅に関する事項
　ニ．主要な地点における流水の正常な機能を維持するため
　　　　　　　　　　　　　　　　　必要な流量に関する事項

その他、以下の法令等にも同様な記述があります。
・河川法施行令第１０条第３号
・平成１０年１月２３日通達

●「正常流量」の法令上の位置づけについて
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正常流量の検討方法

○維持流量
　①動植物の生息地または生育地の状況・漁業
　　（以下、『動植物の保護・漁業』と記載）
　②景観
　③流水の清潔の保持
　④舟運
　⑤塩害の防止
　⑥河口閉塞の防止
　⑦河川管理施設の保護
　⑧地下水位の維持

●「正常流量」は『河川における流水の正常な機能を維持するために
　必要な最小限の流量』であり、維持流量と水利流量から設定します。

○水利流量（流水の占用）
　①かんがい用水
　②水道用水
　③工業用水　等

各項目について必
要な流量を算定し
最も大きな流量を
維持流量とする。

正常流量の決定

河川の取排水状況を考慮
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正常流量の値について（検討結果）

●今回の検討の結果、正常流量は期間により異なりますが、代表地点
　である生瀬橋地点では、最大で1.49m3/sとなりました。
　（ちなみに、工事実施基本計画時の値は1.5m3/sです）

●武庫川〔生瀬橋地点〕の渇水時の流量は1.43m3/s（1/10渇水流量）
　であり、渇水時においても正常流量の値をほぼ満足しています。

8.671.512.323.785.448.64133.61平　均
3.830.851.431.882.353.8631.97１／１０

3.831.151.491.882.353.8631.97平成14年
7.401.412.052.564.467.52108.36平成13年
6.861.852.262.723.866.37169.79平成12年
－－－－－－－平成11年
－－－－－－－平成10年
10.460.853.106.388.7410.54101.24平成９年
9.710.852.594.496.4711.1292.39平成８年

10.201.171.432.853.947.64343.19平成７年

5.561.381.491.904.268.2141.60平成６年
15.373.454.117.489.4313.89180.32平成５年

平　均最　小渇　水低　水平　水豊　水最　大
流況〔生瀬橋地点〕
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河川環境に対する渇水への対応について（下流部）

●正常流量は概ね満足できる結果となっていますが、武庫川の下流では、
　伏水等により瀬切れが生じる場合があります。
●今後、専門家の意見を参考にその対応案について検討を行います。

澪筋が定まらず、流れが分散している。

渇水時には渇水時には……
魚類にとって移動に必要な水深を確保する

ことが困難となっている。

水制工等を設置し、瀬淵の形成を促す。

　

渇水時には渇水時には……
淵が魚類等の避難場所となる。

武庫川下流における澪筋の確保の例　　　　　

【現　況】 【将来イメージ】

水制工等
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（河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する事項）

武庫川における正常流量について

－　補足説明資料　－
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正常流量を設定する代表地点について

●代表地点は以下の理由により『生瀬橋』を選定しました。　

○代表地点の選定ポイント
　代表地点は、その河川の流況を代表できる場所であり、当該河川の
低水管理を適正に行うための基準地点となる地点です。

・水位観測（流量観測）が定期的に行われ、既往の流況の
データが蓄積されている地点

・実際の管理が効率的、効果的に行いやすい地点

○『生瀬橋』の選定理由
・扇状地の上流端に位置し、大きな取水が行われる前の地点である。
・水位観測点であり過去の水位-流量関係が蓄積されている。
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正常流量を設定する上で
の区間分割について

区間⑤：篠山盆地
　細田橋付近～上流
区間④：谷底平野
　相野川合流点～細田橋付近
区間③：三田盆地
　船坂川合流点～相野川合流点
区間②：中間渓谷
　名塩川合流点～船坂川合流点
区間①：下流部
　潮止堰～名塩川合流点
感潮域（正常流量は設定しない）
　河口～潮止堰

○区間分割において考慮すべき点
　河川形態の変化点
大きな支川の合流点

　自然社会環境
　大規模な取水・還元
　感潮区間　等

上流

下流
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区間④

区間③

区間②

区間⑤

区間①

感潮域
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維持流量の検討項目について

●維持流量の検討項目は①動植物の保護・漁業、②景観、③流水の
　清潔の保持について詳細に検討しました。　

渇水時に地下水障害の事例は報告されていない。⑧地下水位の維持

水位維持の必要な施設はない。⑦河川管理施設の保護

河口閉塞は生じていない。⑥河口閉塞の防止

潮止堰により、干満の影響はない。⑤塩害の防止

舟運の利用は行われていない。④舟　運

水質に関する基準を満足するために必要な流量③流水の清潔の保持

景観を損なわない水面幅等の確保に必要な流量②景　観

魚類の生息に必要な流量を検討する。①動植物の保護・漁業

●維持流量の検討項目である①動植物の保護・漁業、②景観、③流水
　の清潔の保持について検討した結果、①動植物の保護・漁業に関す

　る必要流量が維持流量の支配的な要素となります。　

9

動植物の保護・漁業からの必要流量の検討（１）

●『動植物の保護・漁業』では魚類を取り上げて検討を行いました。
　
　本来、河川に生息・生育する動植物や河川との係わりのある動
植物を広く対象として検討すべきですが、河川流量との係わりの
強いものとして水域（水中）を主な生息・生育の場とする魚介類、
底生動物、付着藻類の中から次の点を考慮して魚類を取りあげて
検討を行いました。

イ）魚類は河川生物の中でも大型で食物連鎖の上位に位置する
　　重要な生物である。
ロ）魚類については既往文献資料等において、水理的な生息条件
　　の定量的知見が比較的得やすい。
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動植物の保護・漁業からの必要流量の検討（２）

●評価対象とする魚種（対象魚種）は瀬にかかわりのある魚、回遊魚
　とします。評価する地点（断面）も瀬を対象とします。

　流量が減少した場合、最初に影
響を受けるのは瀬を産卵場とする
魚種および瀬を主な生息場とする
魚種と考えられます。
　また、淵に主に生息する魚種は、
渇水になると別の淵に避難し生息
することがありますが、その際、
水深の浅い瀬が移動の可否を決定
することになります。

川のなんでも小事典（講談社）より

●対象魚種から生態に関する既往の知見よりグルーピングを行い、
　河川の上・中・下流および季節別に代表魚種を選定します。
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動植物の保護・漁業からの必要流量の検討（３）

●既往の環境調査結果より代表魚種の生息域を推定しました。　

オイカワ、カワムツ、ニゴイ、ヨシノボリ類、ウナギ、
アユ、ハス、ニジマス等

区間③

オイカワ、カワムツ、ニゴイ、ヨシノボリ類、ウナギ、
アユ、ニジマス等

区間②

オイカワ、カワムツ、ヨシノボリ類等
区間⑤

オイカワ、カワムツ、ニゴイ、ヨシノボリ類等区間④

オイカワ、カワムツ、ウグイ、ニゴイ、ヨシノボリ類、
ウナギ、アユ、ニジマス等

区間①
（仁川より上流）

オイカワ、カワムツ、ウグイ、ニゴイ、ヨシノボリ類、
ウナギ、アユ

区間①
（仁川より下流）

代表魚種区　間
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動植物の保護・漁業からの必要流量の検討（４）

●代表魚種の必要な水理条件の例を以下に示します。

代表魚種の必要な水理条件の例

13

5～8月102010ヨシノボリ類

10月下旬
～12月

153060アユ

5～6月10－30アカザ

4～6月2030－ニゴイ

2～5月153030ウグイ

5～8月10105オイカワ

産卵期
移動時の
水深(cm)

産卵箇所
の水深(cm)

産卵箇所
の流速(cm/s)魚種の例

動植物の保護・漁業からの必要流量の検討（５）

●対象魚種の必要水理条件を満足する
　ために必要な流量は、必要流速と必
　要水深から算出される流量の大きい
　値を採用します。

必要流速

必要水深

動植物の保護・漁業からの必要流量

0.3m3/s区間③

0.7m3/s区間⑤

0.4m3/s区間④

0.5m3/s区間②

1.2m3/s区間①

必要流量区　間

※月毎、断面毎に必要流量は異なるが、区間での最大値を記載
※ウグイ、ニゴイ、アカザ、アユの産卵条件により決定
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景観からの必要流量の検討（１）

●景観からの必要流量の検討箇所は、下記の観点で武庫川水系の景観
　にとって代表的であり、重要と考えられる箇所を選出し設定しました。
　・代表的な河川景観を得ることのできる場所
　　　　　　　（水系の典型的な景観を呈する場所、名勝）
　・人と河川の関わりの深い場所
　　　　　　　（親水設備、展望所、橋梁）

景観からの流量の検討対象

武庫川を代表する観光地である武庫川狭谷の
中心部であり、山間を流れる武庫川の良好な
景観となっている。

温泉橋

河川利用が盛んであり、視点場である橋梁も
主要幹線道路で、自動車・歩行者ともに交通
量が多い。

宝塚新大橋

選定理由
検討地点

（視点場）
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景観からの必要流量の検討（２）

●必要流量の算定方法は、見かけの河川幅（B）に対する見かけの水面
　幅（W）が占める割合（W/B）が0.2以上あれば水量感が豊かである
　　　　　
　との研究成果を用いました。

景観からの必要流量

0.14m3/s温泉橋

0.27m3/s宝塚新大橋

必要流量
検討地点

（視点場）

見かけの河川幅

見かけの水面幅

16
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流水の清潔の保持からの必要流量の検討（１）

●武庫川における現状の水質は、ほぼ環境基準を満足しています。

17

流水の清潔の保持からの必要流量の検討（２）

○評価基準
　『水質汚濁防止法第18条に規定する緊急時の措置』の適用がなされないこと
を目標として必要流量を設定するものとします。
　緊急時の定義としては、「水質汚濁防止法施行令第６条」に異常な渇水時に
より環境基準において定められた水質の汚濁の程度の２倍に相当する程度をこ
える状態が生じ、かつその状態が相当日数継続すると認められる場合とされて
います。
　10年に１度の渇水は、“異常な渇水”と十分みなすことができますので、目
標水質は施行令第６条に照らし合わせ、以下に示すとおり環境基準の２倍の値
とします。　　

甲武橋地点

百間樋地点

生瀬橋地点

亀治橋地点

大橋地点

検討地点

10mg/L

6mg/L

4mg/L

評価基準

（環境基準×２）

5mg/L

3mg/L

2mg/L

環境基準

C類型

B類型

A類型

類型指定

2.1mg/L

1.6mg/L
1.3mg/L

1.8mg/L

1.4mg/L

現況BOD75%値
（平成14年）
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流水の清潔の保持からの必要流量の検討（３）

流水の清潔の保持からの必要流量

●評価基準（環境基準の２倍の値）を満足する流量（必要流量）を
　算出しました。

0.04m3/s百間樋地点

0.11m3/s亀治橋地点

0.03m3/s大橋地点

0.02m3/s甲武橋地点

0.14m3/s生瀬橋地点

必要流量検討地点
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水利流量（水道用水、工業用水）

武庫川武庫川

大

阪

湾

北
山
貯
水
池

導水

仁
川

甲
武
橋

（
流
域
下
流
端
）

（
流
域
外
）

六
樋
堰

尼
崎
市
工
水

0
.
3
4
8
m
3/
s

天
王
寺
川

昆
陽
池

百
間
樋
堰

昆
陽
井
堰

（
昆
陽
池
等
も
援
用
）

伊
丹
市
水
道
（
豊
水
時
）

伊
孑
志
井
堰

生
瀬
橋

惣
川

水
道
取
水
場

宝
塚
市
水
道

川
下
川

羽
束
川

千
苅
ダ
ム

川
下
川
ダ
ム

西
宮
市
水
道

三
田
市
水
道
（
下
山
）

水
道
取
水
場

西
宮
市
水
道

0
.
2
3
1
5
m
3/
s

山
田
川

富
士
チ
タ
ン
工
業

0
.
0
9
0
m
3/
s

三
田
市
水
道
（
旧
国
療
）

0
.
0
1
1
m
3/
s

三
田
大
橋

針
杭
井
堰

青
野
ダ
ム

（本
川
で
取
水
）

青
野
川

篠
山
市
水
道
（
当
野
）

0
.
0
4
9
m
3/
s

逆
瀬
川

名
塩
川

船
坂
川

丸
山
ダ
ム

有
馬
川

池
尻
川

相
野
川

天
神
川

三
田
市
水
道
（
古
城
）

深
谷
池

兵
庫
県
水
道

三
田
市
水
道
（
簡
水
）

（
豊
水
時
）　

（
深
谷
池
も
援
用
）　

（
環
境
セ
ン
タ
ー
）

0
.
0
1
8
m
3/
s

0
.
0
2
8
m
3/
s

0
.
0
1
5
m
3/
s

1
.
0
6
5
m
3/
s

0
.
0
0
6
9
m
3/
s

0
.
2
8
9
m
3/
s

0
.
1
7
4
0
m
3/
s

(
深
谷
池
も
援
用
)

三
田
市
水
道

0
.
0
3
9
7
3/
s

神
戸
市
水
道

1
.
4
1
6
8
m
3/
s

宝
塚
市
水
道

0
.
3
1
m
3/
s

宝
塚
市
水
道

0
.
0
3
m
3/
s

0
.
2
8
9
0
m
3/
s

三
田
市
水
道

流量：流水占用台帳等による最大取水量
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水利流量（かんがい用水）
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流量：流水占用台帳または慣行利水届けに
　　　　よる普通かんがい期の最大取水量
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正常流量の決定

●算定した維持流量に、縦断的な取排水の状況を考慮した水利流量を
　考慮して、生瀬橋地点における正常流量を決定しました。

正常流量の算定（期間4/1～4/30）

区間③区間① 区間④区間② 区間⑤

生瀬橋1.49m3/s

22
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正常流量の設定イメージ

●「正常流量」は水利流量と維持流量から設定します。

河川横断図

水利流量など水利流量など

維持流量維持流量 上流

下流

水利流量など水利流量など

維持流量維持流量

取水
取水

支川からの流入

河川を縦断的に見た図

かんがい用水や水道用水などの
取水が行われても、維持流量は
確保するように正常流量を設定
します。
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（利水運用について）

青野ダムについて

1
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青野ダムの概要
2

●青野ダムの概要
　目　　的：洪水の調節
　　　　　　不特定用水の補給
　　　　　　新規水道用水の補給
　竣 工 年：昭和62年
　集水面積：51.8km2
　湛水面積：2.15km2
　ダ ム 高：29.0m
　堤 体 積：56,500m3

貯水池容量の配分について

●貯水池容量配分

3

予備放流水位 EL.180.72m

ダム堤頂高　EL.186.0m
サーチャージ水位 EL.184.0m

常時満水位 EL.181.2m

基礎岩盤　EL.157.0m

洪水調節容量 5,600,000m3

予備放流容量 800,000m3

利水容量 9,300,000m3

　不特定 2,100,000m3

　都市用水 7,200,000m3

堆砂容量　1,000,000m3

ダム高

29.0m 総貯水容量
15,100,000m3

堆砂位　
EL.170.8m

有効容量
14,100,000m3
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青野ダムの不特定用水とは
４

0.18m3/s10月1日～3月14日

0.80m3/s9月26日～9月30日

0.90m3/s6月11日～9月25日

0.43m3/s5月31日～6月10日

0.48m3/s5月25日～5月30日

0.28m3/s3月15日～5月24日

水量期　間

青野ダム

青野川武庫川

三田浄水場（1.065m3/s取水）
三田浄水場下流での確保流量

取水

●青野ダムでは、三田浄水場で取水した後でも下流域で
　必要な水量を確保できるように放流を行っています。

三田浄水場取水後の確保流量
５

三田
浄水場

青野ダム
青野川

武庫川

●青野ダムの利水運用に関係する流量
　①青野川合流点より上流からの流量
　②青野川からの流量
　③三田浄水場の取水量
　④三田浄水場取水後の流量

①

②

③

④
●三田浄水場取水後の流量Ｑ（＝④）
　　Ｑ＝①＋②－③
　Ｑが確保流量を下回らないように
　青野ダムから放流を行っています。


